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理
事
会
　
平
成
三
十
年
六
月
四
日
開
催

評
議
員
会
　
平
成
三
十
年
六
月
二
十
五
日
開
催

①
平
成
二
十
九
年
度
事
業
報
告
及
び
事
業
報
告
の
附
属

明
細
書
に
関
す
る
件

理
事
会
に
お
い
て
承
認
さ
れ
、
評
議
員
会
で
報
告
が
な

さ
れ
た
。

②
平
成
二
十
九
年
度
収
支
決
算
に
関
す
る
件

収
支
決
算
報
告
、
監
査
報
告
・
財
務
諸
表
が
理
事
会
、
評

議
員
会
で
承
認
決
議
さ
れ
た
。

⑨
平
成
三
十
年
度
公
益
財
団
法
人
J
K
A
補
助
事
業
の
実

施
に
つ
い
て
承
認
決
議
さ
れ
た
。

④
評
議
員
・
理
事
候
補
者
推
薦
（
案
）
の
承
認

⑤
平
成
三
十
年
度
事
業
計
画
、
平
成
三
十
年
度
収
支
予
算

書
が
報
告
さ
れ
た
。

平
成
三
十
年
度
　
事
業
計
画

璽
公
益
財
団
法
人
J
K
A
競
輪
収
益
助
成
事
業

①
F
M
補
聴
シ
ス
テ
ム
無
償
貸
与
事
業

平
成
二
十
八
年
度
、
二
十
九
年
度
に
実
施
し
た
利
用
者

へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
結
果
に
よ
り
、
シ
ス
テ
ム
の
機

種
を
変
更
し
新
し
い
タ
イ
プ
と
し
た
。

【
一
般
事
業
】

川
　
①
事
業
案
内

全
国
聾
学
校
に
事
業
案
内
送
付
、
全
国
撃
学
校
長
会
総
会

で
事
業
説
明

②
「
第
四
十
一
回
聴
覚
障
害
児
を
育
て
た
お
母
古
ん
を
た
た
え
る
会
」

平
成
三
十
年
十
二
月
三
日
（
月
）
の
予
定
で
し
た
が
、

日
程
調
整
の
結
果
、
平
成
三
十
一
年
一
月
二
十
一
日
（
月
）

に
実
施
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

会
場
‥
衆
議
院
憲
政
記
念
館
（
千
代
田
区
永
田
町
）

後
援
‥
文
部
科
学
省
、
厚
生
労
働
省
、
東
京
都
教
育
委
員
会

全
国
聾
学
校
長
会
、
全
国
聾
学
校
P
T
A
連
合
会

⑨
第
二
十
三
回
全
国
聾
学
校
絵
画
展

審
査
会
‥
平
成
三
十
年
八
月
四
日

展
覧
会
‥
平
成
三
十
年
十
月
四
日
・
五
日

会
場
‥
北
海
道
札
幌
市
A
C
U

表
彰
式
‥
最
優
秀
賞
・
文
部
科
学
大
臣
賞
受
賞
者
在
籍

校
に
会
長
が
赴
い
て
実
施
予
定

後
援
‥
文
部
科
学
省
・
全
国
型
学
校
長
会
、
全
国
聾
学

校
P
T
A
連
合
会

④
第
三
十
回
全
国
聾
学
校
合
奏
コ
ン
ク
ー
ル

課
題
曲
‥
自
由

審
査
会
‥
平
成
三
十
年
十
一
月
五
日
二
次
）
、
平
成

三
十
一
年
一
月
七
日
（
二
次
）

表
彰
式
‥
金
賞
・
文
部
科
学
大
臣
賞
受
貫
校
に
会
長
が
赴

い
て
実
施
予
定

後
援
‥
文
部
科
学
省
、
東
京
都
教
育
委
員
会
、
全
国
聾
学

校
長
会
、
全
国
聾
学
校
P
T
A
連
合
会

⑤
第
十
四
回
全
国
聾
学
校
作
文
コ
ン
ク
ー
ル

テ
ー
マ
‥
自
由

審
査
会
‥
第
一
次
　
平
成
三
十
年
八
月
十
八
日

第
二
次
　
平
成
三
十
年
九
月
十
五
日

調
査
研
究
委
員
会
‥
応
募
作
品
の
分
析
研
究
調
査

表
彰
式
‥
「
第
四
十
一
回
聴
覚
障
害
児
を
育
て
た
お
母
さ
ん

を
た
た
え
る
会
」
で
実
施
予
定

共
催
‥
全
国
聾
学
校
長
会

後
援
‥
文
部
科
学
省
、
東
京
都
教
育
委
員
会
、
全
国
聾
学

校
P
T
A
連
合
会

⑥
読
字
力
検
定
試
験
　
年
間
三
回
実
施

⑦
聴
覚
障
害
教
育
関
係
資
料
収
集
事
業

⑧
会
報
「
響
き
」
　
の
発
行
　
年
二
回

⑨
募
金
活
動
（
ハ
マ
ナ
ス
募
金
）
　
目
標
額
千
五
百
万
円

⑲
法
律
相
談
（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等
に
よ
る
法
律
相
談
）

⑪
専
門
図
書
、
ビ
デ
オ
の
紹
介
・
頒
布

⑯
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
公
開
・
更
新
　
等

⑱
全
日
本
聾
教
育
研
究
大
会
へ
の
助
成

⑭
聴
覚
障
害
乳
幼
児
教
育
相
談
研
究
委
員
会
に
お
け
る
調

査
研
究
活
動

平
成
三
十
年
度
　
役
員
名
簿
　
　
（
敬
称
略
）

理
事

（
会
長
）
山
東
昭
子
　
（
副
会
長
）
森
伸
夫
、
浅
井
健
二

（
専
務
理
事
）
横
井
博

（
常
務
理
事
）
木
内
弘
司
、
宮
野
忠
夫
、
小
林
明
、
仲
田
邦
男

（
理
事
）
秋
谷
義
一
、
阿
部
き
み
よ
、
入
澤
撃
、
今
井
絵
理
子
、

桑
山
哲
夫
、
田
中
助
英
、
田
中
美
郷
、
中
村
喜
久
子
、
平
口
洋
、

藤
本
登
、
山
田
春
雄

（
監
事
）
関
根
正
浩
、
本
間
通
義

な
お
、
平
成
十
八
年
度
以
来
長
き
に
百
一
っ
て
当
協
会
の
評

議
員
、
理
事
を
お
勤
め
頂
い
た
牧
島
ミ
リ
氏
は
、
こ
の
度
健

康
上
の
理
由
に
よ
り
退
任
さ
れ
ま
し
た
。
当
協
会
の
た
め
に

い
ろ
い
ろ
と
ど
尽
力
い
た
だ
き
ま
し
て
誠
に
有
難
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

評
議
員

荒
崎
勝
美
、
石
川
庄
六
、
石
橋
大
吾
、
植
草
喜
代
治
、
大
塚

明
敏
、
大
沼
直
紀
、
大
場
利
秋
、
小
川
昭
子
、
小
俣
昌
道
、

加
藤
聖
治
、
金
子
昌
夫
、
木
村
澄
威
、
神
津
郁
子
、
小
島

藤
昭
、
藷
藤
佐
和
、
鈴
木
茂
樹
、
竹
内
美
和
子
、
武
田
智
彦
、

田
中
眞
由
美
、
剣
山
口
蘭
、
戸
田
典
尚
、
野
崎
正
史
、
鹿
田
栄
子
、

根
羽
弘
、
山
勝
彦
、
四
日
市
章
、
若
林
友
晴

事
務
局

（
事
務
局
長
）
池
上
啓
二

（
事
務
主
事
）
小
針
丈
幸
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最優秀賞［文科大臣賞］（中・高部門）

「1920年代の時計」北澤　億

葛飾ろう学校

わ
　
　
な
お
、
名
簿
の
中
で

（
　
就
任
さ
れ
た
方
で
す
。

の
方
は
、
今
年
度
新
た
に

（
ご
紹
介
）
（
敬
称
略
）

植
草
喜
代
治
‥
全
国
聾
学
校
P
T
A
連
合
会
会
長

鄭
仁
義
‥
全
日
本
聾
教
育
研
究
会
会
長
、
筑
波
大
学
附
属
聴

覚
特
別
支
援
学
校
長

松
本
弘
‥
全
国
聾
学
校
長
会
会
長
、
都
立
中
央
ろ
う
学
校
長

平
成
三
十
年
度
　
第
一
回
薩
学
力
検
定
試
験

本
年
六
月
実
施
の
読
字
力
検
定
試
験
の
結
果
は
左
記
の
通
り

で
し
た
。
第
二
回
（
十
月
）
、
第
三
回
（
二
月
）
で
も
、
合
格

目
指
し
て
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。

・
受
験
学
校
数
　
　
　
五
九
校

・
受
験
者
総
数
　
　
一
、
二
七
六
名

・
合
格
者
　
　
　
　
　
五
七
四
名

・
合
格
証
授
与
者
数
　
二
〇
八
名

最
優
秀
賞

鹿
児
島
県
立
鹿
児
島
聾
学
校

小
学
部
三
年
　
冨
田
　
蒼
月

優
秀
賞
（
幼
稚
部
・
小
学
部
部
門
）

松
浦
　
彩
希
（
こ
ぼ
と
校
）
　
寺
澤

村
上
　
司
（
富
山
校
）
　
林

足
立
　
彰
平
（
生
野
校
）
　
　
只
石

茶
屋
道
　
麻
琳
（
鹿
児
島
校
）

優
秀
賞
（
中
学
部
・
高
等
部
部
門
）

新
倉
　
政
亮
（
鹿
児
島
校
）
　
窪
田

佐
藤
　
桃
香
（
葛
飾
校
）
　
徳
田

グ
エ
ン
ゴ
ツ
ク
ニ
ヤ
ン
（
立
川
校
）

山
校
）
　
谷
村
　
弘
介
（
神
戸
校
）

剛
瑠
（
長
野
校
）

蒼
悟
（
附
属
校
）

瑛
大
（
札
幌
校
）

太
陽
（
長
野
校
）

輝
（
附
属
校
）

鶴
崎
　
陽
仁
（
松

最
優
秀
賞
（
二
点
）
並
び
に
優
秀
賞
受
賞
作
品
（
十
四
点
）

は
、
平
成
三
十
年
度
第
五
十
二
回
全
日
本
聾
教
育
研
究
大
会

（
北
海
道
大
会
）
会
場
に
お
い
て
展
示
さ
れ
ま
す
。

作
品
を
応
募
し
た
児
童
・
生
徒
全
員
に
、
参
加
賞
（
ク
リ
ア
・

フ
ァ
イ
ル
）
、
優
秀
賞
受
賞
者
（
十
六
点
）
に
は
絵
の
具
メ
ー

カ
ー
（
株
）
ク
サ
カ
ベ
提
供
の
「
絵
の
具
セ
ッ
ト
」
を
副
賞

と
し
て
贈
っ
て
い
ま
す
。

九
級
二
二
名
　
　
八
級
‥
八
九
名

六
級
二
〇
二
名
　
五
級
‥
五
九
名

三
級
‥
三
二
名
　
　
二
級
‥
四
五
名

特
一
級
‥
三
三
名

七
級

四
級

一
級

※
今
回
の
特
一
級
の
最
年
少
合
格
証
授
与
者

四
九
名

九
四
名

五
九
名

中
二

第
二
十
三
回
　
全
国
聾
学
校
絵
画
烏

今
年
度
の
審
査
会
は
、
平
成
三
十
年
八
月
四
日
（
土
）
に
行

わ
れ
ま
し
た
。
応
募
学
校
数
三
十
一
校
、
応
募
作
品
総
数
は

四
百
九
十
九
点
で
し
た
。
内
訳
は
幼
稚
部
十
一
校
・
七
十
一

点
、
小
学
部
二
十
七
校
・
二
百
五
十
三
点
、
中
学
部
十
五
校
・

百
三
十
五
点
、
高
等
部
・
専
攻
科
十
一
校
・
四
十
点
で
し
た
。

今
年
度
の
最
優
秀
賞
、
優
秀
賞
受
賞
者
は
次
の
十
六
名
で
す
。

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

最
優
秀
賞
・
文
部
科
学
大
臣
賞

東
京
都
立
着
飾
ろ
う
学
校

中

学

部

三

年

　

北

澤

　

　

倭

●
絵
画
展
審
査
員
講
評

審
査
員
　
矢
澤
健
太
劇
ヰ
新
制
作
協
会
会
員
）

今
年
も
絵
画
展
の
審
査
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

講
評
を
、
と
の
こ
と
で
す
が
毎
回
審
査
さ
せ
て
い
た
だ
く
私

た
ち
プ
ロ
の
画
家
も
、
出
品
者
の
皆
さ
ん
か
ら
大
き
な
刺
激

を
受
け
て
い
て
、
審
査
す
る
と
同
時
に
い
つ
も
楽
し
ま
せ
て

も
ら
っ
て
い
ま
す
。

そ
ん
な
中
で
毎
回
感
じ
る
こ
と
で
す
が
、
作
品
を
描
い
て

く
だ
き
っ
て
い
る
皆
さ
ん
、
一
人
ひ
と
り
の
感
受
性
は
、
個

性
に
あ
ふ
れ
て
い
ま
す
。
同
じ
も
の
を
描
い
て
も
絶
対
に
他

の
人
と
違
う
も
の
が
で
き
る
、
そ
こ
が
美
術
・
絵
画
の
面
白

い
と
こ
ろ
で
す
。
そ
ん
な
中
で
、
み
な
さ
ん
が
繊
細
に
観
察

し
て
何
か
を
感
じ
取
っ
た
り
、
い
ろ
い
ろ
な
絵
具
や
道
具
の

使
い
方
を
工
夫
し
て
表
現
し
よ
う
と
し
て
い
る
う
ち
に
、
先

生
や
プ
ロ
の
画
家
で
も
は
っ
と
さ
せ
ら
れ
る
よ
う
な
素
晴
ら

し
い
表
現
が
生
み
出
さ
れ
る
時
が
あ
り
ま
す
。
美
術
と
い
う

の
は
、
そ
の
瞬
間
を
求
め
て
あ
あ
で
も
な
い
、
こ
う
で
も
な

い
と
散
々
考
え
を
巡
ら
せ
な
が
ら
、
も
ち
ろ
ん
た
く
さ
ん
失

敗
を
し
て
積
み
上
げ
て
い
く
う
ち
に
出
来
上
が
る
も
の
だ
と

思
い
ま
す
。

審
査
員
と
し
て
そ
の
中
か
ら
何
点
か
を
選
ぶ
と
い
う
の
は

本
当
に
大
変
な
思
い
で
す
。
優
秀
賞
に
選
ば
れ
た
作
品
は
も

ち
ろ
ん
素
晴
ら
し
い
の
で
す
が
、
そ
れ
以
外
に
も
本
当
に
良

い
作
品
が
い
っ
ぱ
い
で
し
た
。

さ
て
、
そ
の
中
で
今
年
の
最
優
秀
賞
（
文
部
科
学
大
臣
賞
）

に
は
葛
飾
校
の
中
学
三
年
北
澤
倭
さ
ん
の
「
－
∽
N
O
年
代
の

時
計
」
が
選
ば
れ
ま
し
た
。
赤
系
の
茶
色
で
塗
っ
た
上
に
柔

ら
か
な
白
色
系
の
絵
具
を
載
せ
、
乾
か
な
い
う
ち
に
鋭
い

ニ
ー
ド
ル
状
の
道
具
（
又
は
付
け
ペ
ン
？
）
で
一
気
に
線
を

引
い
て
描
き
上
げ
た
作
品
で
す
。
下
地
の
茶
色
と
上
に
塗
っ

た
色
が
不
規
則
に
、
微
妙
に
溶
け
合
っ
て
志
野
茶
碗
の
肌
の

よ
う
な
色
合
い
を
だ
し
、
一
気
に
引
か
れ
た
線
が
描
き
出
す

色
は
鋭
く
、
時
に
は
に
じ
み
を
伴
っ
て
絶
妙
な
形
を
描
き
出
〈

し
ま
し
た
。
偶
然
生
ま
れ
た
効
果
も
あ
り
ま
す
が
、
絵
画
に

お
い
て
は
こ
の
よ
う
な
偶
然
の
要
素
も
大
切
で
す
。
感
性
を

鋭
く
保
ち
、
た
ま
た
ま
で
き
た
美
し
き
や
面
白
さ
を
残
し
な

が
ら
表
現
す
る
や
り
方
は
非
常
に
ー
絵
画
的
だ
と
言
え
る
で

し
ょ
う
。
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次協　後主会

第黄　援催場

鋼　　　　銀

吉石瀬賞松近横賞
岡濱角　野藤川

も
う
一
人
最
優
秀
賞
に
選
ば
れ
た
冨
田
蒼
月
さ
ん
は
鹿
児

島
校
の
小
学
校
三
年
生
。
作
品
の
題
名
は
「
い
ろ
い
ろ
な
本

の
世
界
」
　
で
す
。
落
ち
着
い
た
柔
ら
か
な
色
彩
で
画
面
全
体

が
非
常
に
丁
寧
に
描
か
れ
、
ク
マ
さ
ん
や
イ
モ
ム
シ
さ
ん
な

ど
楽
し
い
仲
間
が
い
っ
ぱ
い
い
ま
す
。
蒼
月
さ
ん
は
本
が
大

好
き
な
の
で
し
ょ
う
。
見
て
い
て
楽
し
く
な
る
作
品
で
す
。

優
秀
賞
に
は
、
十
四
人
の
皆
さ
ん
が
選
ば
れ
て
い
ま
す
。

松
浦
彩
希
さ
ん
の
「
私
の
白
組
が
か
っ
た
よ
」
は
運
動
会
の

楽
し
い
思
い
出
が
画
面
か
ら
あ
ふ
れ
出
て
き
ま
す
。
林
蒼
悟

さ
ん
の
「
だ
い
す
き
な
ぼ
く
の
い
え
」
は
抽
象
絵
画
の
様
な

大
胆
な
形
で
、
ま
た
実
に
見
事
な
色
彩
感
覚
で
描
か
れ
て

い
ま
す
。
村
上
司
さ
ん
の
「
や
さ
い
が
で
き
た
よ
」
は
印
象

派
の
画
家
モ
ネ
の
よ
う
な
素
晴
ら
し
い
色
彩
感
覚
と
大
胆
な

タ
ッ
チ
で
畑
の
様
子
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。
足
立
彰
平
さ
ん

の
「
ク
ワ
ガ
タ
に
に
て
る
木
」
は
独
特
な
木
の
形
の
と
ら
え

方
が
魅
力
的
で
す
。
細
部
に
ま
で
表
現
が
行
き
届
い
て
い
ま

す
。
只
石
瑛
大
さ
ん
の
「
い
ち
ご
、
あ
ま
い
よ
！
」
人
物
表

現
が
活
き
活
き
し
て
い
ま
す
。
寺
澤
剛
瑠
さ
ん
の
「
ど
こ
見

て
る
の
？
」
。
木
版
の
表
現
が
素
晴
ら
し
く
、
豊
か
な
表
情
に

な
っ
て
い
ま
す
。
茶
屋
道
麻
琳
さ
ん
の
「
文
化
財
　
玉
里
邸

庭
園
」
。
．
日
本
庭
園
は
描
く
の
が
難
し
い
の
で
す
が
良
く
観
察

し
て
と
て
も
う
ま
く
表
現
し
て
い
ま
す
。
谷
村
弘
介
さ
ん
の

「
自
画
像
」
は
独
特
の
色
彩
で
憂
い
に
満
ち
た
肖
像
作
品
で
す
。

鶴
崎
陽
仁
さ
ん
の
「
サ
ッ
カ
ー
」
は
躍
動
感
あ
ふ
れ
る
構
図

で
画
面
全
体
が
し
っ
か
り
描
か
れ
て
い
て
迫
力
を
感
じ
ま

す
。
新
倉
政
亮
さ
ん
の
「
大
工
」
は
写
真
的
な
描
写
で
す
が

遠
近
法
を
使
っ
て
良
く
対
象
を
観
察
し
な
が
ら
描
け
て
い
ま

す
。
窪
田
太
陽
さ
ん
の
「
池
に
映
る
島
」
　
は
水
面
の
微
妙
な

反
射
や
映
り
込
み
を
良
く
観
察
し
そ
の
場
所
の
空
気
も
感
じ

ら
れ
る
よ
う
な
作
品
で
す
。
佐
藤
桃
香
さ
ん
の
「
さ
つ
ま
い
も
」

は
な
ま
の
絵
具
の
き
れ
い
さ
と
偶
然
性
を
活
か
し
た
塗
り
方

で
抽
象
性
を
伴
っ
た
素
敵
な
作
品
に
な
っ
て
い
ま
す
。
徳
田

輝
さ
ん
の
「
美
し
美
し
の
虹
」
は
色
の
重
ね
方
を
工
夫
し
た
り
、

絵
具
の
塗
り
方
や
コ
ラ
ー
ジ
ュ
的
な
要
素
な
ど
複
雑
な
表
現

を
駆
使
し
た
作
品
で
す
。
色
彩
も
美
し
い
。
グ
エ
ン
ゴ
ツ
ク

ニ
ヤ
ン
さ
ん
の
「
美
し
い
花
」
は
プ
ロ
顔
負
け
の
繊
細
な
描

き
こ
み
で
、
モ
チ
ー
フ
の
一
つ
一
つ
を
妥
協
せ
ず
に
描
き
切
っ

た
素
晴
ら
し
い
作
品
に
な
っ
て
い
ま
す
。
色
も
素
直
で
美
し

い
と
思
い
ま
す
。

以
上
、
感
じ
た
こ
と
を
述
べ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

生
徒
の
皆
さ
ん
の
制
作
へ
の
喜
び
を
感
じ
る
と
と
も
に
、
指

導
に
当
た
ら
れ
た
先
生
方
の
絵
具
や
道
具
の
使
い
方
に
関
す

る
工
夫
や
助
言
、
制
作
へ
の
動
機
づ
け
や
ア
ド
バ
イ
ス
な
ど
、

色
々
と
授
業
や
制
作
を
面
白
く
す
る
た
め
の
工
夫
を
さ
れ
て

い
る
こ
と
も
併
せ
て
感
じ
ら
れ
、
興
味
深
さ
と
同
時
に
熱
い

指
導
に
感
謝
の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
・
。
ま
た
、
来
年
も

楽
し
み
に
し
て
お
り
ま
す
。

審
査
委
員
錦
織
重
治
、
矢
澤
健
太
郎
、
木
脇
康
一

竹
内
一
、
池
上
啓
二

第
十
四
回
全
国
聾
学
校
作
文
コ
ン
ク
ー
ル

全
国
聾
学
校
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
第
一
次
審
査
は
八
月
十
八

日
（
土
）
に
、
第
二
次
審
査
は
九
月
十
五
日
（
土
）
に
行

わ
れ
ま
し
た
。
応
募
作
品
総
数
は
昨
年
度
と
ほ
ぼ
同
じ
で

百
七
十
一
点
で
し
た
。
内
訳
は
小
学
部
（
絵
日
記
・
日
記

十
一
点
を
含
め
て
）
八
十
点
、
中
学
部
四
十
四
点
、
高
等
部

四
十
七
点
で
し
た
。

今
年
度
の
入
賞
者
は
次
の
通
り
で
す
。

金
賞
・
文
部
科
学
大
臣
賞

愛
知
県
立
千
種
聾
学
校

小
学
部
六
年
　
鈴
木
　
元
太

金
賞
・
全
国
聾
学
校
長
会
会
長
賞

筑
波
大
学
附
属
聴
覚
特
別
支
援
学
校

高
等
部
三
年
　
伊
東
　
碧
海

金
賞
・
聴
覚
障
害
者
教
育
福
祉
協
会
会
長
賞

茨
城
県
立
霞
ケ
浦
聾
学
校

中
学
部
三
年
　
渡
辺
　
彩
愛

金
賞
入
賞
者
三
名
の
表
彰
は
、
平
成
三
十
年
一
月
二
十
一

日
（
月
）
の
「
第
四
十
一
回
聴
覚
障
害
児
を
育
て
た
お
母
さ
ん

を
た
た
え
る
会
」
　
に
お
い
て
、
実
施
い
た
し
ま
す
。

ま
た
、
同
日
、
文
部
科
学
大
臣
賞
受
賞
者
は
自
身
の
作
文

を
壇
上
で
口
頭
発
表
し
ま
す
。

第
四
十
一
回
聴
覚
障
書
児
を
育
て
た

お
母
さ
ん
を
た
た
え
る
会

今
年
度
の
「
聴
覚
障
害
児
を
育
て
た
お
母
さ
ん
を
た
た
え

る
会
」
は
左
記
に
よ
り
開
催
い
た
し
ま
す
。
日
程
調
整
の
結

果
、
当
初
協
会
が
計
画
し
た
日
か
ら
八
週
間
遅
く
な
っ
て
い

ま
す
。
ど
な
た
で
も
ど
参
加
で
き
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
多
く
の

皆
様
の
ど
来
場
を
お
待
ち
申
し
上
げ
て
お
り
ま
す
。
な
お
、

ご
参
加
（
参
加
費
無
料
）
の
場
合
は
「
参
加
者
名
簿
」
作
成

の
た
め
、
事
前
予
約
が
必
要
で
す
。
協
会
に
ご
連
絡
い
た
だ

け
れ
ば
出
席
申
込
書
を
お
送
り
い
た
し
ま
す
。

日
　
時
　
平
成
三
十
一
年
一
月
二
十
一
日
（
月
）

丞
（
立
川
校
）
　
中
原
　
歩
美
（
大
塚
校
）

実
優
（
名
古
屋
校
）
　
川
上
天
馬
（
都
・
中
央
校
）

華
奈
（
立
川
校
）
　
鹿
瀬
　
紫
優
（
川
崎
校
）

羽
菜
（
沼
津
校
）
　
成
田
　
興
生
（
千
種
校
）

日
莱
（
筑
波
校
）
　
油
井
　
瞳
珠
（
立
川
校
）

亮
子
（
筑
波
校
）
　
野
口
　
愛
荊
（
栃
木
校
）

午
後
一
時
～
三
時
二
十
分

憲
政
記
念
館
　
東
京
都
千
代
田
区
永
田
町

公
益
財
団
法
人
聴
覚
障
害
者
教
育
福
祉
協
会

文
部
科
学
省
　
厚
生
労
働
省
　
東
一
口
蒙
育
委
員
会

全
国
婆
学
校
長
至
　
全
国
聾
学
校
P
T
A
連
合
会

株
式
会
社
日
健
総
本
社
　
他

第
一
部
　
式
典

会
長
挨
拶
　
来
賓
祝
辞
　
お
母
さ
ん
の
表
彰

桜
内
義
雄
賃
授
与
　
第
十
四
回
全
国
聾
学
校

作
文
コ
ン
ク
ー
ル
金
賞
受
賞
者
表
彰

第
二
部
　
発
表
会

聾
学
校
児
童
生
徒
の
舞
台
発
表
　
体
験
発
表

桜
内
義
雄
賞
受
賞
者
の
体
験
発
表
　
作
文
コ
ン

ク
ー
ル
審
査
委
員
長
講
評
　
第
十
四
回
作
文
コ

ン
ク
ー
ル
文
部
科
学
大
臣
賃
受
賞
作
品

発
表
　
第
二
十
三
回
絵
画
展
等
ビ
デ
オ
放
映

●
桜
内
義
雄
賞

平
成
三
十
年
度
受
賞
者
＊

今
年
度
の
桜
内
義
雄
賞
に
は
、
八
木
道
夫
さ
ん
が
選
ば
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射
　
れ
ま
し
た
。
1
9
4
7
年
焼
津
市
生
ま
れ
。
七
十
歳
。

小
・
中
・
高
と
静
岡
県
立
静
岡
聾
学
校
で
学
ん
だ
。
幼
い

頃
よ
り
画
家
に
な
る
と
い
う
夢
を
持
ち
続
け
、
描
き
続
け
て

夢
を
実
現
し
、
現
在
プ
ロ
の
画
家
と
し
て
幅
広
く
国
際
的
に

も
活
躍
し
て
い
る
。

ピ
エ
ロ
を
約
三
十
年
前
か
ら
モ
チ
ー
フ
と
し
て
描
き
続
け

て
い
る
。
一
年
前
に
は
聴
覚
障
害

者
の
発
表
の
場
を
つ
く
る
た
め
N

P
O
法
人
「
日
本
聴
覚
障
害
者
芸

術
協
会
」
を
発
足
し
自
ら
会
長
を

務
め
て
い
る
。

当
協
会
の
事
業
は
、
公
益
財
団
法
人
J
K
A
競
輪
公
益
資

金
の
補
助
を
は
じ
め
と
し
て
、
皆
様
方
か
ら
の
ど
寄
附
（
ハ

マ
ナ
ス
募
金
）
に
よ
り
実
施
し
て
い
ま
す
。

皆
様
方
の
ご
理
解
と
ど
支
援
に
深
く
感
謝
い
た
し
て
お
り

ま
す
。今

年
度
も
計
画
事
業
の
適
正
な
実
施
に
努
め
て
い
る
と
こ

ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
昨
今
の
社
会
情
勢
か
ら
事
業
資
金
の

確
保
が
大
変
厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。
つ
き
ま
し
て
は
、

皆
様
方
よ
り
一
層
の
ど
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し

上
げ
る
次
第
で
ご
ざ
い
ま
す
。

．
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ハ
マ
ナ
ス
募
金
の
お
振
込
み
は
、
郵
便
振
替
も
し
く
は
銀
行

振
込
に
て
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

郵
便
振
替
口
座
0
0
1
1
0
・
9
・
1
3
4
8
7
7

名
義
　
聴
覚
障
害
者
教
育
福
祉
協
会

銀
行
振
込
　
　
み
ず
ほ
銀
行
江
戸
川
梼
支
店

普
通
口
座
　
1
6
1
5
7
4
8

名
義
　
公
益
財
団
法
人
聴
覚
障
青
春
教
育
福
祉
協
会

会
長
　
山
東
昭
子

当
協
会
は
、
平
成
二
十
四
年
四
月
六
日
内
閣
府
（
内
閣
総
理

大
臣
）
よ
り
税
額
控
除
に
係
る
証
明
を
受
け
て
お
り
ま
す
。

平
成
三
十
年
四
月
一
日
か
ら
九
月
末
ま
で
の
間
に
、
次
の

皆
様
方
よ
り
ご
寄
附
を
お
寄
せ
い
た
だ
き
ま
し
た
。
誠
に
有

難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
敬
称
略
）

株
式
会
社
日
健
総
本
社
（
森
伸
夫
）
、
伏
見
殿
下
杯
チ
ャ
リ
テ
ィ

ゴ
ル
フ
実
行
委
員
会
事
務
局
、
宮
野
忠
夫
、
日
焼
順
子
、
全

国
難
聴
児
を
持
つ
親
の
会
（
神
津
郁
子
、
眉
中
眞
由
美
）
、
新

潟
県
難
聴
児
を
持
つ
親
の
会
（
渡
辺
国
正
）
、
金
子
昌
夫
、
入

澤
肇
、
神
遠
洋
吾
、
大
箭
久
夫
、
中
西
千
鶴
子
、
春
名
美
徳
、

小
川
勝
江
、
若
宮
幾
馬
、
堀
信
子
、
浦
川
絢
子
、
川
村
美
津
子
、

鈴
木
厚
、
関
東
地
区
聴
覚
障
害
者
親
の
会
連
合
会
（
鈴
木
厚
）
、

古
橋
靖
夫
、
木
内
弘
司
、
田
中
美
郷
、
（
株
）
＞
T
O
M
H
C
′
S
（
山

勝
彦
）
、
北
海
道
高
等
聾
学
校
、
折
山
精
、
佐
々
木
節
子
、
阿

部
き
み
よ
、
株
式
会
社
宝
古
堂
美
術
（
山
田
春
雄
）
、
斎
藤
捷

彦
、
（
株
）
大
場
組
（
大
場
利
秋
）
、
弘
田
文
範
、
川
尻
正
子
、

兵
藤
紀
之
、
荒
崎
勝
美
、
長
野
ろ
う
学
校
P
T
A
、
関
根
正
浩
、

武
田
ビ
ル
㈱
（
武
田
智
彦
）
、
大
塚
明
敏
、
西
本
徹
、
石
川
庄

六
、
坂
井
美
恵
子
、
池
上
啓
二
、
木
村
澄
蔵
、
群
馬
県
立
聾

学
校
親
の
会
、
本
間
合
同
法
律
事
務
所
（
本
間
通
義
）
、
青
野

雅
子
、
青
森
県
こ
と
ば
と
心
を
育
む
会
、
筑
波
技
術
大
学
長
（
大

越
敦
夫
）
、
佐
藤
和
子
、
リ
オ
ン
株
式
会
社
、
全
国
聾
学
校
長

会
、
リ
オ
ン
株
式
会
社
、
ラ
イ
シ
ャ
ワ
ー
ク
レ
ー
マ
ー
学
園

※
　
聴
字
力
検
定
試
験
に
つ
い
て

読
字
力
検
定
試
験
に
お
い
て
は
二
回
合
格
す
る
と
合
格
証

を
授
与
し
て
い
ま
す
。
児
童
・
生
徒
た
ち
の
励
み
も
考
慮
し
て
、

今
年
度
よ
り
合
格
者
に
は
、
ク
リ
ア
フ
ァ
イ
ル
を
協
会
か
ら

プ
レ
ゼ
ン
ト
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
合
格
証
授
与
者
に
は
二

枚
、
合
格
者
に
は
一
枚
で
す
。
ま
た
、
作
問
で
は
当
協
会
か
ら

出
版
し
ま
し
た
「
漢
字
練
習
の
ス
テ
ッ
プ
」
を
参
考
に
し
て
い

ま
す
。
特
一
級
の
作
問
で
は
、
新
聞
記
事
よ
り
そ
の
時
々
の
社

会
情
勢
の
言
葉
か
ら
出
題
し
て
い
ま
す
。
難
し
い
漢
字
の
読
み

よ
り
、
社
会
で
起
き
て
い
る
様
々
な
記
事
が
読
め
る
こ
と
を
念

頭
に
置
い
て
出
題
し
て
い
ま
す
。

●
　
お
悔
み

・
理
事
　
田
中
助
英
氏
　
平
成
三
十
年
四
月
三
日
　
ど
逝
去

享
年
八
十
五
歳

・
理
事
　
入
澤
　
肇
氏
　
平
成
三
十
年
九
月
十
八
日
　
ご
逝
去

享
年
七
十
八
歳
長
年
当
協
会
理
事
と
し
て
多
大
な
ど
貞
献
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。
ご
冥
福
を
お
祈
り
す
る
と
と
も
に
、
こ
こ

に
謹
ん
で
ご
報
告
申
し
上
げ
ま
す
。

平
成
三
十
年
度

公
益
財
団
法
人
J
K
A
闊
輪
公
益
資
金

に
よ
る
補
助
事
業
実
施
報
告

一
事
業
名

平
成
三
十
年
度
障
害
の
あ
る
人
が
幸
せ
に
暮
ら
せ

る
社
会
を
創
る
活
動
補
助
事
業

二
　
事
業
実
施
内
容

（
一
）
F
弛
補
聴
シ
ス
テ
ム
の
購
入
・
無
償
貸
与

送
信
機
・
受
信
機
二
十
四
セ
ッ
ト

全
国
聾
学
校
・
聴
覚
特
別
支
援
学
校
、
小
学
校
、
中
学
校
、

難
聴
幼
児
通
園
施
設
に
在
籍
、
在
園
す
る
幼
児
・
児
童
・
生

徒
の
家
庭
に
貸
与

編
集
後
記

西
日
本
豪
雨
の
あ
と
も
台
風
と
猛
暑
が
繰
り
返
し
来
襲

し
、
そ
し
て
震
度
七
の
地
震
が
北
海
道
を
襲
い
、
さ
ら
に

台
風
二
十
四
号
が
追
い
打
ち
を
か
け
る
な
ど
、
今
年
は
い

つ
も
ど
こ
か
で
自
然
災
害
が
起
き
て
い
る
状
況
で
す
。
そ

れ
ぞ
れ
の
被
災
地
に
あ
る
学
校
の
状
況
が
大
変
気
に
な
り

ま
す
。
無
事
を
お
祈
り
し
て
い
ま
す
。

今
号
で
は
読
字
力
検
定
、
絵
画
展
、
作
文
コ
ン
ク
ー
ル

を
中
心
と
し
て
、
結
果
・
成
績
を
ご
紹
介
し
て
い
ま
す
。


